
発表№ テーマ

会社・事業所名（フリガナ） 発表者名（フリガナ）

「液体塗料を使用するので汚れるのは仕方がない」

データサイズ３００KB以上で鮮明な の現場を汚れない・汚さない作業の改善に取り組み

写真を貼り付けて下さい。 問題を解決した事例です。

またはデータで添付してください。
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テーマの選定です。
本部長方針は「ピカ美化とSDGｓへの意識定着」
次に工場長方針が４つ掲げられています。

工場長方針をもとにメンバーで話し合いをし、
全員の想いを抽出。
マトリックス図で評価した結果、今回はSDGｓの７・８・１２
も意識し、『ピカ美化活動でモチベーションアップ』につなが
る「きれいが維持できる工程づくり」をテーマに決定しまし
た。

テーマの選定理由です。
私たちの工程は『工場一汚い作業服』と周知されており、いつも恥ずかし
い思いをしていました。メンバーも「汚れた作業着は嫌だ」と感じてお
り、後ろ向きな発言ばかり…。
そんなメンバーを見た古橋リーダーは、品質も重要な課題だが、メンバー
のモチベーションを上げることが急務だと決意。
モチベーション向上のため作業服の汚れ解消を課題として取り組むことに
しました。

現状把握です。
プリント工程の作業は全部で７つあり、主に、段取りと
オペレータで担当が分かれます。
まず、メンバー全員で普段汚れると感じている作業の聞き取り
をしたところ塗料を使用する２つの作業で汚れやすいという意
見が出ました。

次に、作業による差を作業者ごとの汚れ部位別に調査したところ、汚れ
が253ヵ所と全体的に汚れていますが、塗料の使用が少ないオペレーター
より、使用が多い段取りの方が汚れていることが分かりました。
他にも何か相違点がないか確認していると、丸山さんが同じ作業でも汚
れに差があることを発見。
よく見てみると、オペレーターの中でも汚れが少ない人と多い人では9ヶ
所の差、段取りでは10ヵ所の差がありました。

そこで、人による差を身長別で調べたところ特に汚れとの相関
はなし。
次に調査する項目をメンバーで悩んでいたら、中堅の池田
さんから工程のキャリアで調査してみたらどうかと提案があり
ました。
その結果、作業歴が長いと汚れは少ないのですが、どの作業者
にも汚れは確認できるという結果でした。
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次にテーマリーダーの山本くんを中心に、先程の汚れる３つの作業か
ら、なぜ汚れるのかを１つずつ洗い出しました。
まず塗料作製では、１２０ｋｇ容量のﾌﾟﾗｽﾁｯｸ容器と一斗缶の材料を使用
します。ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ容器からは柄杓を使用して作製缶へ投入しますが、投入
している最中に塗料が跳ねて、腕、もも、ひざ、すそ、靴に付着がみら
れました。
次に一斗缶から投入する際にも塗料が跳ねたり、垂れて
もも、ひざ、すそ、靴に付着がみられました。

洗浄作業です。
まず洗浄するために塗料溜を起こしますが、塗料溜の位置が高
く距離があるため、腕が接触し塗料が付着してしまいます。
その後、シャワーを使って塗料溜を水洗いする際に洗浄水が跳
ね返って飛び散り、腕、胸、腹に付着がみられました。

ロールを洗浄する際にも、シャワーを使って水洗いを行います
が、洗浄水が飛び散ったり跳ねたりすることで、腕、胸、腹、
すそ、靴に付着がみられました。
洗浄水は廃水として廃水ドラムへ移しますが、廃水缶を持ち上
げる際に腕・胸・腹に接触します。
廃水缶の裏には、供給の際に床に垂れた塗料が付着しているた
め、作業服も汚れてしまいます。

現状把握の結果、どの作業で、どこが、どうやって汚れるか明
確になりました。
「接触」については、塗料溜や廃水缶が当たることが要因であ
ると分かったので施策実行型、「飛び散る・跳ねる・垂れる」
については問題解決型でそれぞれ取り組んでいきます。

目標設定です。
作業服の汚れを2021年9月末までに、
メンバー全員で253ヵ所を
0（ゼロ）にします。

活動スケジュールはテーマの選定から標準化まで計画。
若手教育のため、ステップリーダーを若手とし、中堅、
ベテランがフォローできる体制としました。
またＱＣ手法の知識不足が弱みになっているのでメンバー全員
で問題解決の進め方や考え方の学習会を実施しました。
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まずは、「飛び散る・跳ねる・垂れる」の要因解析です。
特性要因図を用いて4Mで要因解析をした結果、
1、「（柄杓を）何度も往復」
2、「（一斗缶の）口の回りに塗料が残る」
3、「（一斗缶の）角度が大きい」
4、「（洗浄水の）受け皿の位置が遠い」
5、「（シャワーの）水圧が強い」
6、「（シャワーの）噴射範囲が広い」
の6つが主要因としてあげられました

要因①何度も往復についての検証です。
散布図を使い柄杓の往復回数と垂れ、跳ねの関係を調査しまし
た。
往復回数が増えるにつれ、垂れと跳ねの両方とも発生が増加し
ているため、真因となります。

要因②と③は斗缶作業について検証
注ぎ口の位置や角度を調査
口の位置や大きさを変えても垂れてしまうため真因となりま
す。
角度はどの角度でも跳ねるので真因ではありません。

要因④は受け皿について検証
ロールから受け皿の距離関係を検証した結果
高さに関係なく跳ねるため、真因とはなりませんでした。
検証も残り2個となり、山本君が全員に頑張ろうと声掛けがあ
りました。

要因⑤と⑥は掃除治具について検証
シャワーの水圧やシャワーの噴射範囲を調査した結果
水圧については水圧が強いと飛び散りが大きくなるため、真因
と判定。
噴射の範囲についてもｼｬﾜｰﾍｯﾄﾞが塗料溜から少しでも離れてし
まうと水が広がってしまい、飛び散るため、真因と判定しまし
た。

対策の立案です。
効果、実現性、コストから
評価の高かった3項目について具体的対策を実施することにし
ました。
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対策に入る前に！
まずは全員に「確実に汚れをなくすんだ」という意識を根付か
せるため、作業中に汚れた部位をすぐに汚れ箇所シートに記
入、始業前ミーティングで汚れ箇所シートを使い、全員で確認
しながら、お互いに注意喚起することにしました。
これにより、メンバーの意識が改善！

次に、材料投入方法の変更です。
改善前は、容器と缶を柄杓で何度も往復する過程で塗料が跳ね
ていました。そこで柄杓ではなく直接投入できないか検討し、
思い切って転倒機を導入。
転倒機の高さや角度を調整することで、塗料が跳ねなくなりま
した。また、腕への負担が軽減し、作業時間も２分短縮しまし
た。

材料投入方法の変更2つ目です。一斗缶についてアドバイザーが一
言、「斗缶作業は他社でもやっていることだからネットで調べてみ
よう」と、調べた結果、専用の蛇口を発見、試したところ非常に良
く採用。一斗缶への塗料残りが無くなり、跳ねる・垂れるを解消す
ることに成功。見た目もキレイに！
また、10個で2570円と大きなコストを掛けることなく、改善するこ
とができました。

次に洗浄治具の変更についてです。
話し合いの結果、洗浄治具のサイズ変更トライを行いました。
まず初めにトライした中タイプのシャワーは、水の勢いがまだ強く
飛び・跳ねは起こるため失敗。
次に小タイプをトライしたところ、水量が抑えられ飛び散りが無く
なり、跳ねを減少させることができたため小タイプのシャワーを採
用。飛び散りや跳ねがなくなりました。

施策実行型改善、接触の対策案を検討しました。
塗料溜の向きを変更する時にどうしても腕が接触してしま
います。
廃水の処分では洗浄中にたまった廃水をドラム缶へ処分す
るときに腹が接触してしまいます。

塗料溜の向き変更に関しては、設備の構造上ひっくり返ってし
まうため、支えなければならず、治具の使用は断念。
廃水ドラムは転倒機を検討したが、作業スペースがなく断念。
そこで、腕カバーとエプロンを着用し、接触による作業服への
汚れ付着を解消しました。
結果、作業服への汚れを撲滅することに成功！
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５つの対策で、作業服の汚れを「０」にすることに成
功しました。
目標達成です！

波及効果です。
作業服を綺麗にする改善で、職場もキレイになりました。
作業服と職場が綺麗になったことで、メンバーの顔つきも変わり笑
顔溢れる職場に。
急務だったモチベーションアップにも成功し、今後の活動にも意欲
的になりました。
また、背反事項の有無はこのようになっており、全ての対策案に問
題はありませんでした。

標準化です。
５Ｗ１Ｈでこのように担当を決めて管理します。

活動後のサークルレベルです。
学習会を行ったことでＱＣ手法の知識不足は向上し、
最後までメンバー全員が協力し活動をやり切ったことで
チームワークも向上、サークルレベルはＣｿﾞｰﾝまで成長しまし
た。

反省と今後の進め方です
良かった点は
今までになかった着眼点でテーマを決めることができました。
苦労した点は
目標が高く達成できるのか不安の声もありましたが、
あるべき姿を目指し全員で意見を出し合いクリアーできみんなの自信に
つながりました。
今後もきれいを継続できるよう取り組んでいきます。
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